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I問題の背景

学校教育が集団的であることから，子どもの社会的適応関係がilkの学:習効果に韓しく影絆する

であろうことは言うまでもない社会的適応が困難な子どもは毅育課程の意図する譜領域におけ

る発達が阻害されることが多いであろうし，又その反面，社会的適応の容易な子どもにとっては

学習経験もより効果的になるであろう。

集団内における社会的適応は,その集剛に特有な中心的行動規範（centralbehaviornorms）

への適合の度合によると言われている．（I'(2)優れた教科成績が学級集団の中心的行動規範となっ

ているならば，教科成績の優れた子どもは学級集団場面において俄極的に行動するようになるだ

ろうし，非行少年のグループでは，そのグループに特有な中心的行動規範，例えば冒険的行動力

に適合しない少年は集団内での社会的序列が低下し，或いはグループから完全に疎外されるよう

なこともあり得る。中心的行動規範に適合しない個人はその染lIIl場而では積極的に行動すること

が困難になるだろう。

学級内で他の子どもから受容され，承認されているJBとも，Ｒｌｊち人女(度の高い子どもは，一般

的に，知的，人格的諸能力の発達が優れた子どもに多いようである学校の教育活動が主として

学級集団を単位として計画されているため，学級集団における子どもの社会的適応の状態が本人

の学級場面での学習活動の能動性，生産性に対して大きな影紳を与えるであろうということが予

想される。とくに学級集団の中心的行動規範が優れた教科成繊にIMil係しているとすれば，この|Ｈ１

題は益々重要である。

集団内における社会的序列や結合・排斥関係については，今まで数多くの研究がなされて来

た。その多くは，ソシオメトリーの結果によって社会測定的地位の11位群下位群を選び知能，教

科成績，運動能力，性格特性などの点について両群を比較する力法を用いているようである。

ところで子どもの友人関係の成立の動機は，低学年では偶然的接近が多いが，次第に成績とか

体力などの能力の理由で接近するようになり，更に高学年に進むにつれて性格的な理由による交

友関係が多くなる。（注3)長島貞夫氏らは，発達程度及び家庭の社会的経済的地位の相互類似性が

接近と結合の重要な要因であるとし，又，向性についてＩＩｒｌ互にiWi似したものがもっとも多く結合

すると述べている．（tい）この交友関係のモメントが能力，性IiIjの緒要因や家庭的背蛾などについ

ての相互類似性にあるという意見に対して，古旗氏等は客観的相互類似性よりもむしろ「ｲ[I互に

知覚された類似性｣,或いは「相互反映的同質感，親和感」が主要な結合要因であると述べてい

る。（進月）

この研究は1964年度琉球大学研究1lb成費による。
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相互的類似性，或いは知覚された類似性が交互関係の接近結合の要因として勘らくことの外に

も，自己に欠けている特性を所有する子どもと同一視することによって，補償的ないし補充的結

合のパターンも見逃がすことはできない。

子どもの学習活動の生産性が学級集団における適応の状態によって左右されることは亜祝すべ

きであるし，この個人の生産･性と集団内適応度は一方的因果関`係にならないことはすでに述べた

通りであるが，とくに長島氏等の集団指導のアクションリサーチで学級内で委員の役割を与える

ことによって，学級集団内の社会測定的地位が向_上すると同||寺に，子どものM:格特性にも職種的

変化がみられたことが報告されているが，このことから見ても子どもの学習生瀧性と集団内適応

度が相互関迎的であることがlｿIらかである:瞳⑰）

GuinouardとRychlakはアメリカの小学校６年生，男女166名を標本として，作業場面と

遊戯場面に分けて社会測定的人気度のパーソナリティ要因を研究した結果，Coasthenia（個人

主義的・'二1己充足的傾向）は男子の力が女子よりも強く，社会測定的地位とCoastheniaは男

子では零相関であるが，女子においては何れの場面でもマイナスの相関が有意であったと報告し

ている。（罐7）

上記の研究では，女子においては知能は交友関係の接近の要因とはならないが，男子において

は知能，攻撃性の欠如，良心的一貫的行動習慣などが強く勘らき，女子では知能よりも協調性が

大きな要因として挙げられている。小学校６年生の発達程度では，交友関係の成立の要因にり】ら

かな性差が見られ，又，作業場面及び遊戯場面で社会測定的接近結合の要因の分化が或る程度見

られたことに注目すべきである゛

Ｈ目的と方法

Ａ・目的

この研究の目的は小学校_上級学年児麺，とくに６年生を対象として，学級内における社会測定

的人気度と子どもの教科成績，知能，性格特性及び自己受容度等の譜要因とのB`}係を吟味し，更

に社会測定的接近や選択において，選択する側の子どもと選択される側の子どもの間に如何なる

関係が存在するかを明らかにしようとするものである。

更に特殊的には次のＩ講点が考慮された。

(1)人気度の闘い子どもの特徴傾向を吟味する。

(2)勉強や仕1Ｆなどを含む作業場面における人気度と，遊んだり，ふざけﾌﾟこりするような余暇場

面での人気度のそれぞれに関連する要因を比較する。

(3)男子と女子の各々の場合において，作業場面と余暇場iIiiの人熱度と関係する要因に差異が見

られるかどうかを検討する。

（４）選択する側の子どもの性格能力諸要因とその子ども達によって選ばれる相手側の子どもの諸

特徴の側述性を作業場iiliと余暇場而及び全体場面でみる。

8．方法

１．擦本

那澗Tl71jlのＫ小学校（在籍数2258名）の６年Zlz4学級男女計222名
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２．資料の収集

1963年８月から９月にかけて資料の収集を行なった。資料の種類は下に示めすj、りであ

る。

ａ．ソシオメトリツクテスト

ｂ・自己受容尺度

ｃ・田中Ｂ1知能検査

。、田研式診断性向性検査

ｅ、1963年１学期の教科成縦評点

ゾシオメトリツクテストは雌写版印刷による質問紙を使用し，’41分の属する学級の中から「仕

事」や「掃除当番」，「宿題」「勉強」などの作業場面で一譜にやりたいと思う好きな人を３名

記入させﾌﾟﾆ。更に，一渚に「遊んだり」「ふざけたり」「遠足に行ったり」或いは「テレビを見

る」などの余暇場而で３名を選択させた。個々の子どもについて，作業場面，余暇場面の各々及

び両方で選択された回数をもって，それぞれの場面での人気度の指標とした。

自己受容尺度はSpivackのSelfAcceptanceScaleを基にして名城が日本語版に繩案し

たものであり，記名式で「はい」「いいえ」「わからない」の三段階の自己評定法50項目を含む

質問紙である。（糠）

田研式診断性向性検査では一般向性及び５種目の下位検査によって社会的向性，思考的|可性，

ﾂj等感，神経質傾向，感情変易性の諸偏兼値が求められる。（i';，）

以上のソシオメトリツクテスト，｜凱己受容尺度，１１Ｉ研式診断性向性検査は何れも釘１１M紙法によ

るものであるが，問題Iとよっては読解力によって結果が左右される危険性が予想されﾌﾟこので，調

査員が学級毎に各項目を音読してullかせ，子どもに記入させた。なお，教科成績は小学校８教科

の評点の総計を)利いた。

３．資料分析の手続き

ａ・各変数について男女別に，又，全員の分布を調べ，男女の平均の差を検定した。

ｂ・ソシオメトリツクテストの作業場面余暇場面及び全体場iHiの各得点相互間のｆｉ芒|関を性別

及び全員について求めた。

ｃ・男女別及び全員についてソシオメトリツクテストの場imiIjに，人気度に対する知能，教

科成績，性格特劒眺等９種の変数の偏差積相関を求めた。

ｂ・ソシオメトリツクテストで選択する側の子どもの性格，能力に関する諸変数とその子ど

もによって選ばれた子どものそれらの変数の連関を上[|ｺｰﾄﾞの３段階の３×３分割表のx魁検

定によって調べた。

111結果の分析

A・各変数の分布状態

各変数の分布状態はTable１．の示すごとくであり，ソシオメトリツクテストによる各場面の

得点を除いては，おおむね正規に分布していﾌﾟﾆ。ソシオメトリツクテストの得点は作業・余暇の

両場面及び全体得点ともに著しく職種的な歪1111が兇られﾌﾟﾆ。

男女間に平均の差が有意であったのは，向性検査の神経質と感怖変易性の２卜位検査のみであ

参考文ｉＩｉ１ｉｌ４

参考文献１９
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Table1．各変数の平均(111(及び標準偏差

全女 員男

Ｎ’ＭｌＳＤＮlＩｖＩｌＳＤSＤｌ
Ｚ８５１

Ｚ３８

４．６７

１０．０６

７．８３

Ｎ’Ｍ

Ｉ１０２

１
１
２

９

９
９
８
１
６
５
２
４
５
２
１
１

●
●
□
Ｇ
●
●
●
●
ひ
●
■
●

２
２
５
７
８
５
９
９
５
７
６
４

４
３
４
４
４
５
４
２

２．６５

２．４４

４．４９

１１．１０

１０．４９

作業場面得点’１１ｏ
余暇場面得点’’'０

全体暢而得点１０２

知能１０８

Ｍ:会的１Ｍ性１０８

思考的l/Ｉ性１０８

労鞭感ｌＯ８

神締ＩｉｎｌＩＯ８

感情変易性１０８

一般的1hJ性１０８

目ＬＬ受容度1０９

１１２

１１２

１１２

９９

１１０

::１
４:７１
…’
4５．５１

２．９１

２．９５

５．８６１

４８．１

３８．３

１１９１

218145.51７．６８１１０ ７．４８

,ａ８６ｌｌ０１
ａ８６ｕｏｌ
１Ｌ３０１１０

５．３８１１０

１２．６１１０９

１１．３８

９．４２

１１．３０

５．７４

１２．４９

６．３７

4７．６

５１．８

５７．１

４７．６

５．７２

２３．５

５０．６

４７．０

５３．９

８
８
８
，
８
８
５

１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２

４６．７１

６．６６ｉ

247m
RＪ

':::’教科成粍、１０８ 6.401１０７

り，女二rは１％の危険率でｿ｣j'･よりも神経面傾向が強く，y)イ･は５％の危'災率で女子よりも座↑i'ｉ

変易性が商いＫｉｌｌ､)知能及び～股向性についてはりj子が椚高〈，教科成績においては女子が｢il優

れているかの叩くに見受けられるがその兼は/J意ではない

B・各場面別得点の相互間の相関

ソシオメトリツクテストのル女別及び全E1についての作業場ilIi，余暇場illi及び全体場面の御点

Ｉ|］|互間のｲ''１%|はTable２．の/(す通りであるニリj女別或いは全員の何れの場合でも作業場面得点

Table２．ソシオメトリツクテストの場面相互間の相関と会l1ll（場面の得点の間の柧関係数がもつと

も低〈，各場面別得点とソシオメトリツク
余暇一全体

一一テスト全休の得点との間の相関は相当に商
作堆一余暇｜作業一全体

員

男
女

全

､５９

．５３

．５６

､９１

．８７

．８９

､８７
かつ犬。このテストが極めてi漸易な質問紙

､８８ によるものであったことから，被検者のｲ'２

．８８・令段階では作業場面と余暇場面の弁別．分

化が胴雌ではなかろうかと予想されﾌﾟﾆが両

場面間の｜|｣関係数が.53ないし.59の範囲内にとどまつﾌﾟﾆので一・応の分化が可能であったことが認

められる場iYii別得点|:１１瓦'111のﾄ１１関にはlyl；別による差異は認められなかった。

Ｃ人気度と諸変数の関係

ソシオメトリツクテストの作業場面，余暇場｢IIi，或いは全体のｉＩ;点に対してｲj意な偏差積ﾄﾞlE1関

を示めしたのは，知能，ネ１２公的ｌｈｊ性，イ筌体向lyl1，「l己受容尺腫及び数科成績であった．診断,性向

性検査のト・他検査得点のうち，，恩二考性!fU性，ｿｺﾞ等感，神経質，感情変異性などの４種の変数とソ

シオメトリツクテストによる人知度との関係は有意ではなかった。

ソシオメトリツクテストの場ihiMU及び性別の人ｲﾍﾞ(度と各変数との偏差積相関はTable３．にホ

注１０）感ｲﾉｊ交易性の高いのはＷ)が移り変わりやすく，自己の感↑Iiを卒no(に表現する方であり．その咳

対に低いのは慎重で，どちらかと言えばj111表ｉｉｆな傾向になる．
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す通りである。一般的に，教科成績は性，場面を問わず，常に有意な.相関を示しているが，とく

に余暇場面よりは作業場面に，又，男子よりは女子の場合に強い相関を示している。このことは

外面化された能ﾉﾉとしての教科成績が人気度と密接な関係をもち，叉とくに能力を必要とすると

Table３．人熱度と各変数の偏差稿杣関

全篶,饗,$l字怪口重,螢筆,里子ぱ,鴬,翌字
２;雛｜Ⅲ7議’

十ｉｉｉ■Ｉｉｉｌ
Ｕ８、０１

２３斗｜
斗斗

､６２

p7I

･０９１
．１７

．０７

８１斗

､２９１

２２:'１
ＢＩＧ汁’

､４７

爵才｜

､２８

斗＊

､３６１

．００１
．０６

，０１

．１０

斗

、１６

謝斗

､２０

斗＊｜
､４９１

知能

社会的|ﾉﾘ性

.ｕ考的ＩｉＵ性

方弾感

神絲磁

感愉交易ヤｔ

一般的向性

自己受容度

教科成縦

０８

斗＊

３６

､０９

斗＊

､６２

＊
＊

５
６
（
二
（
二
８
１
１
５
汁
１

０
０
０
０
０
０
０
つ
］
６

●
■
の
●
●
Ｏ
●
■
●

１
判
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
割
ｌ
‐

（
丙
）
刈
十
（
又
）
列
乢
已
（
／
』
（
〆
』
（
〕
〃
（
く
Ｊ

■
Ⅱ
８
■
部
。
（
Ⅱ
》
（
Ⅱ
》
Ｇ
Ｉ
●
■
０
ｓ
〈
〃
』

■
●
印
●
●
■
●

、１６

９
６
０
６

１
０
０
０

□
●
●
●

０１

０８

､０９

．１１

０４ 8

Jilll」 １１１
－．０５

淵斗

、２９

２１＊｜

、３１１

斗＊

、４９

０２

率

１６

＊第

２８､０５１
瀞｜

､３１

＊＊

5５

Ｑは５％で有意，＊乳はｊ形で有意）

思われる作業場面においては，選択要因として強く勤らくことを承めしていると言えよう。

社会的向性の外向Ⅷ傾向は男子の場合にとくに著しい積極的相関を示している。又，ｿｊｊ２の場

合，とくに作業場面との相関が目立って強い。男子については，他の何れの変数と比較してみて

も，社会的ﾀﾄ向傾向が人気度ともっとも強い相関を示していることが注目される。女子の人気度

の要因が優れた教科成績であることとは対照的に，男子の人気度の要因は社会的外向１W；にあるよ

うに見受けられる。

なお，社会的向性が男子の場合は常に１％の危険率で有意であったのに対して,女子の場合は，

il1Iかにソシオメトリツクテストの全体得点のみに対して５％の危険率で.２２の相関で有意であっ

たに過ぎず，女子の作業・余暇両場而においては，５％の危険率でもなお有意となり得なかっ

た：

その他の変数については，ソシオメトリツクテストとの相関が微小であったが，知能はソシオ

メトリツクテスト全休得点に対して，多少の相関関係を有し，又，全体向性の外向的傾向は，男

子の場合においてのみ，有意な相関を示した。自己受容度は余暇場面の人気度に対して，性別を

問わず，零相関であったが，作業場面については，男子の場合に１％，女子の場合には５％の危

険率で有意な相関が求められた。

これらの相関関係（Table３参照）は何れも偏差積法によるものであり，人気度の指標とな

ったソシオメトリツクテスト得点が著しく積極的な歪度を示していることを考慮すると，観察

された相関関係は人気度の高い一部の子どもの特徴によって誇張されたという可能性も考えられ

る。したがって，作業場面，余暇場而及び全体の各得点分布について〆得点の小さいものから標

本の約２分の［を選び，偏差積相関を計算した結果は，殆んどすべての相関が零相関に近くなっ

た。女子の作業場面人気度と教科成績の相関は.２８で，５％の危険率で唯一の有意な相関となつ
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Ⅱ考 察

１．便)lIされﾌﾟこソシオメトリツクテストにおける人気度については作業場面・余暇場面間にいく

らかの分化が見られた。とくにＩｌｌ己(乏容度は作業場Kliの人父(luiに対してのみ有意なlY1[則を示した

が，教科成績，社会的外向傾向及び一般的外向傾向もとくに作業場面の人気度に対して，より積

甑的な柁関関係を有することが[ﾘlらかである。

2.女〕aの場合は教科成績と人4<(腱の関係が目立って強く，ｿj子の場合には教科成績も相当な関

係を有するが，それ以｣二に社会的外lril傾向が著しく大きな役割を果しており，又，多少低目では

あるが，一般的外向傾向や|]己受容Iliiの高さも有意な|:[|関を示した。

3．ソシオメトリツクテストは職種的人知度のみをとらえたので，分布は著しい正の歪Ilhを示し

たが，排斥傾向などの消極的人女(腱も同時に考慮したならばi［規分布に接近したであろう。

4．社会測定的接近における選択者・被選択者相互間の瀦変数の連関は作業場面において著しく

又，女子よりも男子に強い傾Ihjが見られる。教科成績，知能などの能力的要因及び思考的向性，

或いは物の考え方等が比較的に述関の強い変数となっているが，何れも予測的可能ﾔI;は不充分と

思われる。

5．男子と女子は社会測定的接近で異なつプニパターンを示している：男女の比較では，ａ）男子

の場合には，社会測定的接近に破極的な関係をもつﾌﾟﾆﾔ|；格，能）｣等の要因が多く，とくに社会的

外向傾iijl及びＦ１己受容度などが強く関与しているが，ｂ）女子においては，教科1戊紙のみが社会

測定的機近に強く関与しており，又，ｃ）リ)子の力に|]他類似性による接近がやや多い。
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6・使用されたソシオメトリツクテストでは余暇場面よりも，作業場而の方に選択的接近が多く

見られ，余暇場伽では人気度と有意な1111脚を示した変数が少なく，選択者・被選択者間の連関が
有意となった変数も少ない。

7．集団の｢|'心的行動規範によって人久(Ilrの要因が変化すると仮定するならば，この標本では，

すでに男子と女]とのそれぞれの場合にｌｌ１ｒＩ有の中心的行動規範が形成されつ出あるのではないかと

考えられる更に，集団内の社会的序列が接近している場合に個人'１１の*１１互作用が航繁になると

いう仮定が妥当であるとすれば，この標本の男子の集団では社会的外向傾向，自己受容傾lhj，及

び優れた教科成績などが，又，女子の架同では主として優れﾌﾞﾆ毅科成績が中心的行動規範にijilし

てそれぞれの集団の社会的序列に影紳し，これらの要因で類似しﾌﾟﾆ]名ども達相互間では接近が起

りやすいのではなかろうかと思われる』

Ｖ結 び

子どもの個人的なｆ|：格・能ﾌﾞﾉ等の渚特性がその子どもの社会測定的な人気度を決定するiMfi瞳灼

1=１．つ客観的条(''二となるのではなく，ネ'二会illI定的人気度は，むしろそれぞれの集団にi面ｲjな文化に

依存する面が多いと習われる。Guinouard等の研究とこのiルビの結契が特殊的な領域では致

しない点が多いこともその一例であろう。

集団の文化榊造，とくに集団内で文lWLl的な(Illi値観を認識することが，］凸どもの集団内における

適応の可能性を理解するために必要であると思われるェ又，その反iiii，社会測定的人`《〈1逆やﾈ1:金

的序列を調べることが集団内の文化},Ni造を認識する手がかりとなり「(｝るであろう。

言語的手段による社会測定的方法では現実の社会関係をi［砿にとらえることが胴難であるとい

うことは当然であるが，この研究では従来，ネl:会的接近の要川として考えられて米ﾌﾟこ111互顛似性

相互類同感，又は補償的|司一梶傾向，或いは社会測定的人筑度の嬰因として考えられてメモ士知能

教科成績，性絡，同ｌＹｌ§等が何れも予測的可能性を有する腿決定的な連関性をもっていないことが

1ﾘ]らかであり，これらはむしろ集団狐｢|の11]心的行動規範及びそれによって形成される社会的ア

クセプタビリテイと社会的序列に依:/『し従属的な地位を占めているものと考えられよう
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An Analysis of Sociometric Popularity

of Children in the Classroom

(Abstract)

By

Toshio Akamine & Shimei Nashiro

The pupose of this study was to examine the relation,hips between the socio

metric popularity and the varia':>le3 pertaining to the intelligence, personality,

and academic achievement of children in the sixth-gra.de c1a,3room. Th e study

involved 222 boys and gir13 in a pu1:llic school of Naha, O:dna-.va. The te3ts and

que3tionnaires u'3ed were 1) a non-verbal group intelligence te3t, 2) a sociometric

quetionnaire, 3) a self-acceptance scale, and 4) a diagno3tic personality te3t.

which altogether yielded a total of twelve variables.

The girls were found to be slightly, but significantly, more nervous and less

temperamenta I than the boys, but otherwise the difference3 bet'rVeen sexes in

these variables were not statistically significa~t. The pop:.tlarity in the "work"

situation and that in the ','leisure" situation as presented in the sociometric

questionnaire were differentiated substantially by both boys and girls. The

self-acceptance score correlated significa~tly with the pop:.tlarity only in the

"work" situation while the ar::ade:nic a-:hieve:nent (the avera~e grade), the so~ial

extrovertedness, and the general e:drovertednes3 ge:lerally correlated more

strongly with the popularity in the "work" situation than in the "leisure ,.

situation.

Among the girls, the academic achievement was the most outstanding one of

the few positive correlates of the popalarity, whereas a'11o:lg the boys it waS.

only one of the several variables sho'N'ing moderate degrees of correlation

with the popularity. For the boys the correlation yielded by the so:ial extro-

vertedness was the most prono:In:ed of all. The variables u3ed in this study

generally tended to correlate more positively with the "work" situation popu

larity than with the "leis:.tre" situation popularity, and also more positively

among boys than among girls.

The correspondent relationships between the charar::teristics of the child and

those of children whom he would choose as partners was more clearly obser

vable in the "wori<:" situatio.l tha'l in the "leis:lre" sit:.H.tio:l. UP0:l the Chi-31.uare

test, such variables a'3 the poo:..tlarity, the a -:ade 'llie a-;hieve :nent, the intelli

gence, and the extrovertedness in reasoning were significantly aS30ciated with

one's choice of his partners: the child tended to choose as his partners children

who had similar charar::teristics in these variables. This tre:ld wag more
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noticeable an-ong boys than an:ong girls. The level of such associations was too

low, however, to be of use for prediction purposes.

The results indicate that the socion:etric c!opularity of children in the classroom

is not dependent decisively ut:0n, Or predictable from, any of the variables

examined in this study. Neither is it possible to predict from such data the

probable pattern of socion:etric association for a given child. Whatever statistics

found to be significant are not ~ufficient as basis for n:aking predictions. That

the results of this study and studies reported by others do not show consistent

components of children's sociorretric popularity or as~ociation n:ay indicate that

those specific variables as have been studied and found to be statistically

significant in one situation or another are only partial determinants of the

popularity or the aSfociation dependent, in varying degrees, upon the scale of

the social acceptability and the social ranking system which are defined in

each specific social group in accordance with the group's own unique system of

central behavioral norms.


